










Immunotherapy Suppresses both Thl and Th2 Responses by Alle印刷
Stimulation. but Suppression of the Th2 Response is a More lmportant 































年性アレルギー性鼻炎患者より採取した末梢IflL単核球(1 X 101 個ImL)を10pg/mLのDerflの存在下で
刺激培差し 96時間後に情養上清中のIgE濃度と各稀.サイトカイン(lL-5.TNF-α. IFN-r )濃度を
ELlSAで測定した。また.免疫療法中の患者の鼻痕状を 9点法で評価し鼻症状の消失した著効群と鼻
痕状の残存している不良群に分けて比較した。
未治療の通年性アレルギー性鼻炎患者のIL-5およびTNF-α産生量は非アトピー健常人よりも有意に大き
し IFN-r産生量は非アトピー健常人よりも有意に小さかった。免疫療法中の通年性アレルギー性鼻炎患
者ではIL-5，lFN-TおよびTNトαの産生霊は未治療患者よりも有意に抑制されていた。しかし，免疫療法
の臨床効果はlFN-yやTNF..αの変化と街意な関連性がなく. 1レ5産生の抑制と関連していた。したがって，
通年性アレルギー性鼻炎に対する免疫療法は抗原刺激に対するThlとThZの両反応を抑制するが，抗原
刺激下でのThZ反応の抑制が治療効果に関連した免疫療法の主たる作用機序であると結論された。
本論文はコナヒョウヒダニを主抗原とする通年性アレルギー性鼻炎に対する免疫療法の効果発現機呼の
一端を解明したものであり，アレルギー性鼻炎の治療に新しい知見を加えた。よって若者は博士(医学)
の学位を授号されるに値するものと判定された。
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